
平成˜Ÿ年˜—月˜�日 月曜日 第›››š号官 報

〇
特
許
庁
告
示
第
五
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

第
七
十
八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
年
九
月

二
十
一
日
特
許
庁
告
示
第
二
号
（
特
許
庁
以
外
の
国
際
調

査
機
関
に
対
す
る
手
数
料
の
納
付
の
た
め
の
口
座
及
び
調

査
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
本
邦
通
貨
の
金
額
を
定
め

る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
十

一
月
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日特

許
庁
長
官

中
嶋

誠

第
二
号
中
「
二
十
二
万
二
千
八
百
円
」
を
「
二
十
三
万

八
千
百
円
」
に
改
め
る
。

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
五
十
三
号

航
路
標
識
の
廃
止
に
つ
い
て
、
航
路
標
識
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

海
上
保
安
庁
長
官

石
川

裕
己

名

称

東
京
羽
田
浅
場
造
成
東
Ｐ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
西
方

約
三
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
三
e

四
四

東

経

一
三
九
e

四
七
e

四
一

廃
止
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

名

称

東
京
羽
田
浅
場
造
成
東
Ｑ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
西
方

約
三
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
三
e

四
六

東

経

一
三
九
e

四
七
e

三
五

廃
止
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

名

称

東
京
羽
田
浅
場
造
成
東
Ｒ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
西
方

約
三
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
三
e

五
三

東

経

一
三
九
e

四
七
e

三
〇

廃
止
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

名

称

東
京
羽
田
浅
場
造
成
東
Ｓ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
西
方

約
三
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
四
e

〇
〇

東

経

一
三
九
e

四
七
e

二
五

廃
止
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

名

称

東
京
羽
田
浅
場
造
成
東
Ｔ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
西
方

約
三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
四
e

〇
七

東

経

一
三
九
e

四
七
e

二
〇

廃
止
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

名

称

東
京
羽
田
浅
場
造
成
東
Ｕ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
西
方

約
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
四
e

一
五

東

経

一
三
九
e

四
七
e

一
五

廃
止
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

名

称

東
京
羽
田
浅
場
造
成
南
Ｂ
灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
東
京
灯
標
の
南
南

西
方
約
四
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
五
e

三
二
e

〇
四

東

経

一
三
九
e

四
八
e

一
二

廃
止
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日

２
e

２

会
員
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

個
人
信
用
情
報
機
関
は
、
会
員
が
、
消
費
者
か

ら
の
与
信
申
込
み
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
任
意

の
個
人
に
つ
い
て
個
人
信
用
情
報
機
関
の
個
人
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に
ア
ク
セ
ス
し
て
情
報
を
入

手
す
る
等
の
不
正
利
用
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
会
員
に
対
す
る
必
要
か
つ
適
切
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
個
人
信

用
情
報
機
関
は
、
会
員
が
、
個
人
信
用
情
報
機
関

の
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に
適
正
に
ア
ク
セ

ス
し
て
入
手
し
た
個
人
の
支
払
能
力
に
関
す
る
情

報
を
支
払
能
力
調
査
目
的
以
外
の
目
的
に
不
正
利

用
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
会
員
に
対
す
る
必
要

か
つ
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
と
す

る
。
ま
た
、
個
人
信
用
情
報
機
関
は
、
会
員
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
運
用
基
準
に
つ
い
て
も
整
理
す
る
こ

と
と
す
る
。

２
e

３

不
正
利
用
に
対
す
る
処
分

２
e

３
e

１

個
人
信
用
情
報
機
関
は
、
会
員
に

よ
る
上
記
の
不
正
利
用
が
あ
っ
た
場
合
、
あ
ら

か
じ
め
定
め
た
処
分
に
関
す
る
規
程
に
基
づ

き
、
公
表
、
利
用
停
止
、
退
会
そ
の
他
の
処
分

を
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
e

３
e

２

個
人
信
用
情
報
機
関
は
、
ど
の
よ

う
な
不
正
に
つ
い
て
ど
の
処
分
を
す
る
か
、
ま

た
、
処
分
を
す
る
か
否
か
の
判
断
基
準
、
そ
の

判
断
を
行
う
た
め
の
組
織
体
制
・
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
定
め
て
お
く
こ

と
と
す
る
。

３
m

透
明
性
確
保
等

３
e

１

個
人
信
用
情
報
機
関
は
、
１
m

の
安
全
管

理
措
置
、
２
m

の
会
員
管
理
の
状
況
や
、
監
査
の

内
容
、
結
果
に
つ
い
て
、行
政
に
報
告
し
、セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
支
障
の
あ
る
部
分
を
除
い
て
一
般
に
公

表
す
る
こ
と
と
す
る
。

３
e

２

個
人
信
用
情
報
機
関
は
、
自
社
か
ら
の
情

報
漏
洩
や
会
員
か
ら
の
許
容
さ
れ
た
利
用
目
的
を

逸
脱
し
た
利
用
に
つ
い
て
は
、
行
政
へ
の
報
告
、

一
般
へ
の
実
績
の
公
表
を
行
う
こ
と
及
び
被
害
に

あ
っ
た
個
人
へ
の
通
知
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
と
す
る
。

３
e

３

個
人
信
用
情
報
機
関
は
、
行
政
に
対
し
て

定
期
的
に
安
全
管
理
措
置
の
履
行
状
況
に
つ
い
て

報
告
す
る
こ
と
と
す
る
。

４
m

外
部
監
査

個
人
信
用
情
報
機
関
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

従
っ
た
取
組
が
確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
外
部
監
査
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
別
紙
の
２
e

１
e

３
の

規
定
は
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

３

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
別
紙
の
２
e

２
の
規
定

は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、
こ
の
告
示

に
よ
る
改
正
前
の
Ó
の
２
の
^
の
2)
の
規
定
に
よ
る
個

人
信
用
情
報
機
関
の
会
員
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
三
百
十
三
号

中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
四
十
七

号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年

九
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
左
記
の
者
を
中
小
企
業
診
断
士

と
し
て
登
録
し
た
の
で
、
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及

び
試
験
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第

百
九
十
二
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

甘
利

明

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

107774
佐
藤
昭
彦

211552
河
野
利
祐

215535
三
橋
武
司

403976
中
村
友
樹

403977
岡
部
洋
平

403978
奥
津
裕
介

403979
山
下
壮
太
郎

403980
宮
川
弘
和

403981
室
岡
孝
太
郎

403982
今
村
雅
人

403983
木
村

宏
403984

柴
田

健
403985

阿
川

毅
403986

渡
辺
英
彦

403987
森
田
正
雄

403988
戸
田
博
子

403989
青
木
一
幸

403990
藤
井
誠
一

403991
安
東
時
彦

403992
堀
瀬

靖
403993

貞
本
修
一

403994
西
田
吉
希

403995
三
木
久
徳

403996
鈴
木
葉
月

403997
岡
田
義
雄

403998
小
西

豊
403999

本
田
尚
孝

404000
中
山
素
彦

404001
杉
本
登
貴
男

404002
後
藤
文
彦

404003
菅
野
佳
弘

404004
酒
井
義
臣

404005
石
井
教
介

404006
湯
淺
堂
司

404007
三
田
耕
太
郎

404008
松
葉
敏
則

404009
平
松

暁
404010

濱
本
兼
次

404011
松
平
竹
央

404012
福
田
裕
二

404013
中
村
陽
一

404014
真
鍋

馨
404015

高
野
健
太
郎

404016
倉
長
惠
子

404017
荒
井
剛
志

404018
眞
田
光
昭

404019
大
矢
智
子

404020
木
村
真
敏

404021
恒
川
和
之

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
三
百
十
四
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
一

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
九
月
一
日
付

け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
氏
名
に
係
る
登
録
簿
の

変
更
を
し
た
の
で
、同
規
則
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

甘
利

明

登
録
番
号

（
変
更
後
）

（
変
更
前
）

106868
西
澤
和
久

西
沢
和
久

402616
関
谷
美
由
紀

安
藤
美
由
紀

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
三
百
十
五
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
九
月
一
日
付

け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
の
消
除
を
し
た
の

で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十
月
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

甘
利

明

登
録
番
号

氏
名

300497
市
村
保
雄
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